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           審   査   の   要   旨 
 
 本論文では、194系統のダイズおよびツルマメ遺伝資源の葉に含まれる主要な二次代謝成分であ
るフラボノール配糖体の組成が12のタイプに分類され、それらが配糖体合成遺伝子（Fg1～Fg5）の
遺伝子型の組み合わせで説明できることを明らかにした。また、これまで単離されていなかったF
g3遺伝子とFg2遺伝子の3番目のアリル（Fg2-b）に対応する遺伝子を単離し、構造と機能を明らか
にした。さらに、Fg1遺伝子とFg3遺伝子に関する準同質遺伝子系統を育成し、遺伝子が農業形質に
与える作用を調査した。本研究は有機化学、遺伝学、分子生物学、作物学の手法を組み合わせた学
際的な成果であり、高い学術的価値を持つため、学位授与にふさわしいと判断された。 
平成27年6月2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
  
 
 
 
